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1

「環境」という社会問題の変遷について�

1955～（50年前）� 1965～（40年前）�
�

1975～（30年前）�
メンバーが生まれた時期�
（主査を除く…）�

�

1955：イタイイタイ病発生�
1956：水俣病発生�
1960：四日市公害深刻化�
1962：レイチェルカーソン「沈黙の春」�
1967：あいつぐ公害訴訟・公害対策基本法制定�
1968：大気汚染防止法制定・騒音規制法制定�
1971：環境庁発足�

都市生活型公害� 1974：自動車排出ガス規制�
1981：Nox排出規制�

地球環境問題�
1974：フロンによるオゾン層破壊の可能性指摘�

1970：ローマクラブ「成長の限界」�
1972：国連人間環境会議（ストックホルム）�

酸性雨／宇宙船地球号�

広い分野�
価値観が多様�

産業公害�
有害化学物質�海洋汚染�

大気汚染�水質汚染�

自動車�

酸性雨�

開発途上国�

野生生物の減少�

森林伐採�砂漠化�

オゾン層破壊�

騒音・震動�ゴミ� 悪臭�生活排水�
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環境グループ報告�

2005～（現在）�1985～（20年前）�
�

1995～（10年前）�
�

1985：南極オゾンホール発見�

2002：地球サミット（ヨハネスブルク）�

2005：京都議定書発効�

1997：地球温暖化防止京都会議　京都議定書採択�
～2012年までにCO2：6％削減（1990比）�

1992：地球サミット（リオ宣言）�
持続可能な開発�
ISO14001シリーズ制定へ�

1993：環境基本法制定�
（地球環境保全という視点）�

環境保全型農業�
1989：有機農業対策室�
1992：環境保全型農業対策室�
1999：食料・農業・農村基本法／持続農業法（略称）エコファーマ認定／家畜排泄物法�
2002：農薬取締法改正�
2005：調和のとれた作物生産規範�
2006：ポジティブリスト制／オフロード特殊自動車も排ガス規制対象�

産
業�

地
域�

社
会�

地
球�

廃棄物越境移動�地球温暖化�

化学肥料�農薬�糞尿�老廃物�ディーゼル�

多面的機能�
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物質の循環利用技術�

循環型社会の形成�

【分 野】� 【基礎的研究】�

（全分野共通）�
・環境への影響、要因の実態把握�
・環境負荷低減技術の評価手法�

農作業に必要なエネルギー、利用場面�
検討（蓄電技術の要求仕様等の把握）�

農業機械の実働負荷の測定（既出）�

各燃料の排ガス実態、被爆実態�

生物系廃棄物の資源利用関連�

農機・資材の多面的利用の調査�

リサイクル評価（既出）�

水利用技術の基礎的調査�

ドリフト低減、評価（既出）�

減農薬関連（既出）�

（全分野共通）�
・環境への影響、要因の実態把握�
・環境負荷低減技術の評価手法�

農作業に必要なエネルギー、利用場面�
検討（蓄電技術の要求仕様等の把握）�

農業機械の実働負荷の測定（既出）�

各燃料の排ガス実態、被爆実態�

生物系廃棄物の資源利用関連�

農機・資材の多面的利用の調査�

リサイクル評価（既出）�

水利用技術の基礎的調査�

ドリフト低減、評価（既出）�

減農薬関連（既出）�

（全分野共通）�
・環境への影響、要因の実態把握�
・環境負荷低減技術の評価手法�

農作業に必要なエネルギー、利用場面�
検討（蓄電技術の要求仕様等の把握）�

農業機械の実働負荷の測定（既出）�

各燃料の排ガス実態、被爆実態�

生物系廃棄物の資源利用関連�

農機・資材の多面的利用の調査�

リサイクル評価（既出）�

水利用技術の基礎的調査�

ドリフト低減、評価（既出）�

減農薬関連（既出）�

（全分野共通）�
・環境への影響、要因の実態把握�
・環境負荷低減技術の評価手法�

農作業に必要なエネルギー、利用場面�
検討（蓄電技術の要求仕様等の把握）�

農業機械の実働負荷の測定（既出）�

各燃料の排ガス実態、被爆実態�

生物系廃棄物の資源利用関連�

農機・資材の多面的利用の調査�

リサイクル評価（既出）�

水利用技術の基礎的調査�

ドリフト低減、評価（既出）�

減農薬関連（既出）�

（全分野共通）�
・環境への影響、要因の実態把握�
・環境負荷低減技術の評価手法�

農作業に必要なエネルギー、利用場面�
検討（蓄電技術の要求仕様等の把握）�

農業機械の実働負荷の測定（既出）�

各燃料の排ガス実態、被爆実態�

生物系廃棄物の資源利用関連�

農機・資材の多面的利用の調査�

リサイクル評価（既出）�

水利用技術の基礎的調査�

ドリフト低減、評価（既出）�

減農薬関連（既出）�

（全分野共通）�
・環境への影響、要因の実態把握�
・環境負荷低減技術の評価手法�

農作業に必要なエネルギー、利用場面�
検討（蓄電技術の要求仕様等の把握）�

農業機械の実働負荷の測定（既出）�

各燃料の排ガス実態、被爆実態�

生物系廃棄物の資源利用関連�

農機・資材の多面的利用の調査�

リサイクル評価（既出）�

水利用技術の基礎的調査�

ドリフト低減、評価（既出）�

減農薬関連（既出）�

（全分野共通）�
・環境への影響、要因の実態把握�
・環境負荷低減技術の評価手法�

農作業に必要なエネルギー、利用場面�
検討（蓄電技術の要求仕様等の把握）�

農業機械の実働負荷の測定（既出）�

各燃料の排ガス実態、被爆実態�

生物系廃棄物の資源利用関連�

農機・資材の多面的利用の調査�

リサイクル評価（既出）�

水利用技術の基礎的調査�

ドリフト低減、評価（既出）�

減農薬関連（既出）�

（全分野共通）�
・環境への影響、要因の実態把握�
・環境負荷低減技術の評価手法�

農作業に必要なエネルギー、利用場面�
検討（蓄電技術の要求仕様等の把握）�

農業機械の実働負荷の測定（既出）�

各燃料の排ガス実態、被爆実態�

生物系廃棄物の資源利用関連�

農機・資材の多面的利用の調査�

リサイクル評価（既出）�

水利用技術の基礎的調査�

ドリフト低減、評価（既出）�

減農薬関連（既出）�

（全分野共通）�
・環境への影響、要因の実態把握�
・環境負荷低減技術の評価手法�

農作業に必要なエネルギー、利用場面�
検討（蓄電技術の要求仕様等の把握）�

農業機械の実働負荷の測定（既出）�

各燃料の排ガス実態、被爆実態�

生物系廃棄物の資源利用関連�

農機・資材の多面的利用の調査�

リサイクル評価（既出）�

水利用技術の基礎的調査�

ドリフト低減、評価（既出）�

減農薬関連（既出）�

（全分野共通）�
・環境への影響、要因の実態把握�
・環境負荷低減技術の評価手法�

農作業に必要なエネルギー、利用場面�
検討（蓄電技術の要求仕様等の把握）�

農業機械の実働負荷の測定（既出）�

各燃料の排ガス実態、被爆実態�

生物系廃棄物の資源利用関連�

農機・資材の多面的利用の調査�

リサイクル評価（既出）�

水利用技術の基礎的調査�

ドリフト低減、評価（既出）�

減農薬関連（既出）�

（全分野共通）�
・環境への影響、要因の実態把握�
・環境負荷低減技術の評価手法�

農作業に必要なエネルギー、利用場面�
検討（蓄電技術の要求仕様等の把握）�

農業機械の実働負荷の測定（既出）�

各燃料の排ガス実態、被爆実態�

生物系廃棄物の資源利用関連�

農機・資材の多面的利用の調査�

リサイクル評価（既出）�

水利用技術の基礎的調査�

ドリフト低減、評価（既出）�

減農薬関連（既出）�

（全分野共通）�
・環境への影響、要因の実態把握�
・環境負荷低減技術の評価手法�

農作業に必要なエネルギー、利用場面�
検討（蓄電技術の要求仕様等の把握）�

農業機械の実働負荷の測定（既出）�

各燃料の排ガス実態、被爆実態�

生物系廃棄物の資源利用関連�

農機・資材の多面的利用の調査�

リサイクル評価（既出）�

水利用技術の基礎的調査�

ドリフト低減、評価（既出）�

減農薬関連（既出）�

（全分野共通）�
・環境への影響、要因の実態把握�
・環境負荷低減技術の評価手法�

農作業に必要なエネルギー、利用場面�
検討（蓄電技術の要求仕様等の把握）�

農業機械の実働負荷の測定（既出）�

各燃料の排ガス実態、被爆実態�

生物系廃棄物の資源利用関連�

農機・資材の多面的利用の調査�

リサイクル評価（既出）�

水利用技術の基礎的調査�

ドリフト低減、評価（既出）�

減農薬関連（既出）�

（全分野共通）�
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環境に関する研究シリーズ�

未規制排出物質�

エネルギー関連�

水質源保全�

環境保全型農業�
―防除技術�
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【応用・実用化研究】�

● 新エネルギーの実用化技術�
　（効率化、安全性、農村インフラ等）�

● 電動化による新たな省エネ効果検討�
　（効果的な制御）�

● ハイブリット化�
　（CO2削減、排ガス低減）�

● 排水・排ガスの浄化技術�

● 新素材の開発・利用�

● 農機・資材・資源の利用�
　（低減、多面的利用、反復利用）�

● 農薬被曝低減�

● 新散布技術（低圧、少量、安全）�

● IPM関連の個別技術�

環境グループ報告�
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省エネルギー�

廃棄物の適正な�
処理・利用�

汚水・濁水の�
流出防止�

除草剤使用量の低減�薬剤のドリフト低減�

騒音の低減�

環境と調和した�
農業経営の展開を支援�

1

30
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1

作成企業数�
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平成16年度�
（N＝2,524）�

ビジネスチャンスである�
法規制等をクリアするレベル�
最も重要な戦略の一つ�
その他�

社会貢献の一つである�
業績を左右する重要な要素�
関連がない（平成16年度より新設）�
回答なし�

平成15年度�
（N＝2,795）�

平成14年度�
（N＝2,967）�
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（日農工、生研センター及び新農機のHPのリンク先90社を対象）�

特になし�
（66.7％）�

「環境報告書」の発行�
9社（10％）�

「ISO14001認証」�
の取得�
19社（21.1％）�

「環境方針」「環境宣言」�
の策定�
11社（12.2％）�

1
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本田技研工業株式会社

経営企画部 環境安全企画室 山下 宏 氏

ホンダにおける環境に優しい
製品開発・製造の取組み
～「喜び」を次世代に繋げるために～

 



40 ホンダにおける環境に優しい製品開発・製造の取組み

Hondaと環境

Hondaの三つの事業1
二輪車 四輪車 汎用製品 二輪車、四輪車、汎用製品 世界販売台数

21世紀Hondaの目指す方向性2

1966年 AP研究室の発足
1970年 副室付希薄燃焼方式をCVCCと命名
1972年 CVCCエンジン発表世界で初めて

マスキー法をクリア
1973年 シビックCVCC発売

これまでの環境への取り組み3
CVCCエンジン開発までの道のり

CVCCエンジン
シビックCVCC

全世界で
年間2,000万人

の
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100年ぐらい前から急激な大気温度上昇が見られ、主要因は化石燃料の大量使用

地球温暖化の進行5

1. 私たちは、すべての企業活動において、材料の再使用と、資源、エネルギーの節約に努めます。

2. 私たちは、廃棄物、汚染物質の最小化と適切な処理に努めます。

3. 私たちは、企業の一員として、また社会の一員として、人の健康の維持と地球環境の保全のため
に、積極的に行動します。

4. 私たちは、自分たちの活動が、それぞれの地域社会や人々の健康維持のために社会から高い評価
をいただけるように努めます。

1992年制定

Honda環境宣言4
地球環境の保全を重要課題とする社会の一員として、Hondaは、すべての企業活

動を通じて、人の健康の維持と地球環境の保全に積極的に寄与し、その行動におい
て先進性を維持することを目標として、その達成に努めます。

パタゴニア氷河 アルゼンチン（1928）
Copy Right:Archivo Museo Salesiano

パタゴニア氷河 アルゼンチン（2004）
Copy Right:2004-Greenpeace/Beltra

CO2年間排出量と排出割合 LCAで見たCO2排出量

0.5

0

-

-

100 120 140 160 180 200

過去1000年の気温の変化

出典：環境省 ＊Honsaアコードの場合

エネルギー転換部門その他

廃棄物

工業プロセス

原料採掘・素材製造 輸送

廃棄リサイクル

修理維持管理

車両製造組立
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環境／エネルギー課題6

@@@@

●1972年CVCCエンジンが世界で初めて
マスキー法排出ガス規制をクリア

Hondaの環境問題への取り組み7
規制に先駆けた取組みを積極的に推進

Nox 国内規制値とHonda の対応
CVCCエンジン発表会

＊HONDA LEV：53年規制値の約1／10以下の排出ガスレベルを達成したホンダ低排出ガス車の総

合計22機種

全販売台数の84％
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● 初代シビックCVCCは4年連続でア
メリカで燃費No.1（1974年～）

● インサイトは7年連続でアメリカ
で燃費No.1（1999年～）

● 1982年以来、アメリカでの企業
平均燃費23年間トップに君臨（ア
メリカ環境省及びアメリカエネル
ギー省調べ）

自動車の排出ガス規制の推移8
以前と比べ、排出ガスは約1/1000レベルまで低減

実走行時の排出ガスレベル9

CO2排出量の削減10

シビックCVCC Hondaインサイト
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CO2排出量削減の方向性1

燃費に貢献する技術1

ハイブリッド車ラインアップ1

市街地モード： 高速モード：

1st  1990 2nd  2001 3rd  2004
累計販売台数

12万台超
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二輪車燃費向上への取り組み歴史と予定1

シビックハイブリッド1

二輪車

新Hondaハイブリッドシステム

1995 2000 2005 2010

2005
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二輪用可変シリンダーシステム3

二輪車燃費向上技術4

■ 特徴

● 高出力と高燃費の両立
● 扱い易い出力特性の実現

■ 構成

■目標

燃費向上+30％UP

燃費目標（2005年比）

超低フリクションエンジン……13%向上（通常エンジン比） 95年比50%

二輪車用可変シリンダーシステム……30%向上（通常エンジン比） 95年比50%

小型,超低フリクションエンジン2
■ 特徴 ● フリクション低減

・ローラーロッカーアーム軸
ニード ルベアリング化
・オイルリング面圧低減
・SVチェーン

・ ピストンスカート条痕粗め
・ACG効率向上
●燃焼効率向上
・ 2プラグ点火
・ スワール

■ 構成

燃費向上

+

13％UP
（2005年通常エ

ンジン比）

Pmf 比 較

'95YM

'02YM

超低燃費エンジン

（50％

+33％

+13％

●リーン化
・FI＆ストイキ化
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■技術

吸気バルブのリフト量や、位相を自
在に連 続可変制御することで、吸入
エア量をコ ントロール、ポンピング
ロスを大幅に低減し、燃 費を向上

進化型VTEC の特徴2
高出力と低燃費を両立させる進化型VTEC ENGINE

高回転高負荷時にはリ
フト量を大きく、また
開いている時間を長く
とり、吸入エア量を最
大化

軽負荷時にはリフト量
を抑え、また開いてい
る時間も短くし吸入エ
ア量を調節

アイドリング時にはリ
フト量を最小に、また
開いている時間もごく
わずかにし、吸入エア
量をポンピングロスな
しに絞る

■燃費

約13%up
（2005年通常i-
VTECエンジン比）

四輪車燃費向上への取り組み歴史と予定1

四輪車

i-

VCM
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汎用製品

汎用エンジン燃費向上への取り組み歴史と予定1

四輪車燃焼効率技術4
内燃機関の効率向上で地球環境へ貢献を目指す

燃費目標（2005年比）

進化型VTEC… …13%向上（通常i-VTECエンジン比） 95年比30%
進化型VCM … …11%向上（通常V6エンジン比） 95年比25%

進化型可変シリンダーシステム3
高負荷領域に休止領域を拡大した進 化型の可変シリンダーシステム（VCM）

■技術

・ 進化型気筒休止
＋

・ アクティブコントロールマウント能力向上

■燃費

約11％up（2005年通常V6エンジン

1995 2000 2005 2010
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アルコール燃料1

汎用 燃費目標3

汎用エンジンの特性に合わせた、
中・高負荷運転での更なる高効率化
● アトキンソンサイクルの実現
・ピストン～クランク軸間に4節リンク
・1/2減速リンク機構
・膨張ストローク＞吸気ストローク
● 燃費の向上 目標20％（2005年通常エンジン

汎用エンジンの進化2
膨張時と吸気時のストローク可変機構を持つ高膨張比エンジンの研究

環境トップランナーとして業界をリード（継続展開）

代替燃料への取り組み

燃費目標（2005年比）

知能化　　　　　……15%向上（通常エンジン比） 95年比25%
高膨張比 … …20%向上（通常エンジン比） 95年比30%

ブラジル
主原料となるサトウキビ

80年代半ばから
アルコール混入ガソリン対応

どのようなアル

コール混合率で

も 走 行 可 能 な

FlexFuel 車を

2006年中に投入

予定

Hondaの使命
内燃機関の効率を高めCO2排出量をミニマイズ
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燃料電池車4
● 発電のしくみ

Honda FCXコンセプト

天然ガス3

来年のアメリカ

での一般販売に

向け、年 内に

モニター販売を

開始予定

累計20,000台を販売
年間CO2削減効果は樹木120万本分、植林面積では東京ドーム270個に相

ディーゼルエンジン2
「i-CTDi」

ディーゼルエンジン

2003年

アコード

2005年

CR-V
2006年

Newシビック

2005年

FR-V
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燃料電池車の納車実績6

燃料電池二輪車7

燃料電池車の開発5

2004年12月ニューヨーク州へ
の納車

2005年1月北海道庁への納車

燃料電池二輪車コンセプトモデル

2005年6月世界初個人ユーザ
ーへのリース販売

日米20台の
FCXを納車
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生産現場における環境思想の原点1

環境の動向と生産領域の対応2

企業活動における取り組み
～「現場・源流の強化」～

「工場に入れたものは、製品以外は外へ出すな」
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ロボットの高速化と
精度向上
→省電力化

水性塗装の採用
→作業時間短縮、
品質向上

ラインの機能分け
→品質・効率向上

生産現場の体質改革4

製作所とISO14001 認証取得5
埼玉製作所1998年1月
鈴鹿製作所1998年2月
栃木製作所1997年9月

熊本製作所1997年11月
浜松製作所汎用工場1997年4月
浜松製作所1998年3月　
※細江工場は2000年4月完成時に取得

溶接 塗装 組立

鈴鹿製作所の実例

・新機種開始時の初期投資半減

・8車種に対応できるフレキシビリティ

・リードタイムを30％削減

・CO2 排出量20％低減

生産の体質改革（1999～）3
変化に強い生産体質
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グリーンファクトリーの取り組み事例7
加工工程の実例

洗浄機に依る
ワーク洗浄

人に依る
エアーブロー

エアーブローにむらが
生じる為、ポート内に
切粉が残る

エアーブロー
装置の新設

●エアーブローの均一化

●省エネ効果

●切粉飛散防止

エアーノズル
（左右同時）

グリーンファクトリーの取り組みテーマ6
「現場・源流の強化」
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● 99年3月 鈴鹿製作所1号基稼動
● 99年7月 埼玉製作所1号基稼動
● 02年7月 埼玉製作所2号基稼動
● 02年9月 鈴鹿製作所2号基稼動

Hondaコージェネレーションシステム8
CO2削減量

＝約2,500 トン／台

埼玉製作所の
コージェネレーション設備

鈴鹿製作所のコージェネレーション設備

国内で年間約1万トンのCO2削減

2006年7月熊本製作所にも導入予定

・蒸気噴射により低NOx排出
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（ CO2・ 万 ト ン）

太陽光発電9

生産領域の目標と実績1
ホンダのCO2排出量とエネルギー消費原単位

年間14万Kwhの発電が可能（56トンのCO2削減）

【2004年度】 エネルギー消費原単位：目標1990年比21.8％低減

：実績1990年比23.6％低減

CO2排出量 ：46.8万トン（1990年比24.0%削減）

�@
�@


�@�@
�@�@
�@�@
�@�@


�@


�@


�@


�@


�@

（CO2・万トン）
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エネルギーキャラバン1

・大気汚染
・水質汚濁
・騒音・振動・悪臭
・地盤沈下・土壌汚染

・地球温暖化
・酸性雨
・オゾン層破壊
・海洋汚染
・有害物質/廃棄物（越境）移動

環境問題のグローバル化11
地域からグローバルへ

日本⇒各地域の代表工場へ⇒各工場へ20ヵ国

欧州

中国

アジア

北米

南米

生産台数データ

完成車台数や部品生産数

（台／時間）

電力監視システムデータ

（現地工場既存システム）

設備単位の電力測定 電
力
量

（台）
（kwh）

データを整理

問題の顕在化：事実をつかむ

対策
分析

地
域
環
境
問
題

地
球
環
境
問
題
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二輪・四輪・・・2005年中に達成
汎用製品・・・・2006年中に全廃

グリーン購買1
鉛、水銀、六価クロム、カドミウムの削減

循環型工場へ1

「 夢 環境負荷ゼロ　フル循環型工場の実現 」

環境取り組みの思い・夢1

2006年末をもって現行車種も含めた全車を切り替え
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2004年8月Honda和光ビル完成
地上6階建て
総床面積5万2千m2

●Honda薄膜太陽電池を採用した
太陽発電などの自然エネルギー
を積極的に活用
●外気冷房、雨水や中水、食堂排
水の再利用により消費エネルギ
ーの抑制、省資源、リサイクル
を推進

グリーンロジスティックス1

グリーンディーラー1

グリーンオフィス1

延べ面積当たりのCO2排出量（LCCO2）の比較

モーダルシフト拡大

資材レス包装化、リターナブル包装資材を積極的に導入

販売会社周辺のクリーン化 環境イベントの開催 GD Press
（販売会社向け
環境情報誌）

お客様と地域に喜ばれる
先進ディーラーを目指す

グリーンディーラー

認定制度の展開

床面積あたり

CO2排出量

44.6％削減
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● HES（ Home Energy
Station)
天然ガスから水素燃料を取り出
し、同時に熱と電力を生み出す
コージェネ機能を併せ持つ
● 太陽電池式水素ステーション
水を分解して水素を発生する部
分にHonda独自の新開発水素モ

水素ステーション1

Honda が描く未来の循環型社会のイメージ2

地球市民としての自覚3

将来の循環型社会実現に向けて

HESⅡ（米国ニューヨーク州）

太陽電池式水素ステーショ
ン(米国カリフォルニア州）

モビリティの喜びの追求モビリティの喜びの追求

「地球市民」の自覚喜びを次世代に

存在を期待される企業を目指して4
存在を期待される企業
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